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	ライフライン防災・減災技術の高度化と体系的活用検討小委員会
	概要：　ライフラインのレジリエンス向上策および情報技術の高度化と横断的・体系的活用に関する研究活動を行うこととし、以下の検討・活動を進める。��(1) ライフラインの防災・減災技術の最新動向調査�(2) 災害対応時の情報ニーズを踏まえた情報技術の評価と体系的活用�(3) ライフラインの脆弱性評価技術および強化技術の高度化�(4) 最新の研究成果に関するシンポジウムの開催
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